
 

令和７年度 第１回柏崎警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和７年６月23日（月） 午後４時00分から午後５時40分まで 

開催場所  柏崎警察署 講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数13人）
 

 

 田村会長 押見副会長 間島副会長 

 遠山（邦）委員 坂井委員 廣川委員 三井田委員 

 藤田委員 遠山（み）委員 関矢委員 根立委員 

米山委員 

計12名 

警   察 
 山岸署長 廣田副署長 梅澤警務課長 

曽根地域課長 谷地会計課長 佐藤生活安全課長 

水落刑事課長 加藤交通課長 田中警備課長 

計９名 

 

 

管内の治安情勢 

 各課長から、令和７年４月末現在の管内情勢について資料に基づき説明があった。 

前回の答申に対する業務推進状況 

署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について説明があった。 

１ 犯罪抑止・詐欺被害防止対策の推進 

(1) あらゆる機会を利用しての特殊詐欺被害防止広報の実施 

(2) 金融機関・コンビニエンスストアの協力による未然防止 

２ 交通死亡事故抑止対策の推進 

(1) 交通安全教育、広報啓発活動の実施 

(2) 交通指導取締り活動の推進 

諮問 

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

１ 詐欺被害防止 

 (1) 発生の多いオレオレ詐欺被害防止に重点を置いた対策の推進 

(2) 詐欺に多用される国際電話について、国際電話不取扱受付センターの広報 



２ 交通死亡事故抑止対策の推進 

(1) 行楽期に伴う流入・通過車両の増加に備え、幹線国道での街頭活動強化 

(2) 飲酒運転根絶に向けた広報啓発及び取締り活動の推進 

答申 

質疑の後、柏崎警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ

う答申した。 

質疑（○は署長等の説明） 

１ 諮問事項に対する意見等 

 (1) 特殊詐欺の被害状況を見ると、高齢者ばかりでなく現役世代の被害者も目立つ。 

企業などへ出向いた、現役世代への被害防止広報も必要なのではないか。 

〇 現役世代の場合、高齢者と違って電子マネーを購入しても不自然ではないた 

め、ストップされずに被害が発生しています。 

よって、高校の防犯講話や企業での講演などの機会に、防犯広報を実施して 

いきます。 

 (2) 特殊詐欺の被害者は、被害を届け出ない傾向がある。届け出をしてもらった方 

が、認知件数が増えたとしても、長い目で見れば被害防止には良いのではないか。 

○ 手口など広報に活用できるため、被害にあった場合は教えていただきたいと 

思います。 

２ その他の意見等 

 (1) 施設の移転で横断歩道が遠くなり、施設利用者が道路を斜め横断するようにな 

った。横断歩道を移設できないか。 

○ 要望箇所については現地を確認済みであり、移設を前向きに検討します。 

 (2) 高校生の自転車ヘルメット着用率が低い。高校への指導など、対策をお願いし 

たい。 

○ 学校、市役所、交通安全協会と協力して取り組んでいきます。 

(3) 特殊詐欺犯人による電話の音声データを聴きたい。 

○（実際の音声データを再生） 

速度取締り指針 

 交通課長から、重点路線での速度取締り及び重点地域での横断歩行者妨害等違反、飲

酒運転の取締り等を実施する旨の説明があり、了承した。 

 


